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5年目を迎える関西元気文化圏

平成 15年3月に，河合隼雄前文化庁長官が「関

西元気文化圏構想」を発表し， 5月に取組がスター

トして以来，「関西元気文化圏」の取組は， 5年目

を迎えようとしています。

関西元気文化圏は，地域の文化力で日本の社会を

元気にしていくためのモデル的な取組として，推進

してきたものです。取組の中心は地元の自治体や関

係団体が担っており，文化庁は，これらの団体等と

連携しつつ，その取組に関する情報を収集•発信す

ることを主な役割としています。

新たな試み

ー一関西元気文化圏推進・連携支援室の設置

平成 l9年 1月26日（金）に，文化庁は，この役

割を強化するため，関西。（京都国立博物館内）に

「関西元気文化圏推進・連携支援室」（以下，関西

分室）を設置しました。

当日の看板掛けには近藤信司文化庁長官，初代

室長に就任した森重室長ほか関係者が多数出席しま

した。これまで文化庁の関西拠点の誘致を進めてき

た京都府・京都市から麻生副知事，星川副市長が看

板掛けに参加したほか，田原京都府教育長，門川京

都市教育長も出席しにぎやかに実施されました。

看板掛けの終了後，取材に訪れたマスコミに対し，

近藤長官は「関西を中心にした美しい国づくり日

“ 初日の執務室：森重室長（左）と近藤長官

看板を掲げる： （左より）麻生京都副知事，近藤長官，森重室長，

星川京都副市長

本づくりに向け，関西元気文化圏の取組を一層推進

するための機能を期待しています。この室を拠点と

して，関西の文化力がより高まっていくことを願っ

ています」と語り，森重室長も「伝統文化，新しい

文化が豊かにある関西でさらに地域を盛り上げられ

るよう，現場を見て協力していきたい」と決意を語

りました。

関西分室が担う役割

同室は，「関西元気文化圏」の取組をさらに推進

し，地域に根付くことを目的として設置するもので

す（設置期間は当面5年程度）。同圏の地方自治体

や関係団体等への相談窓口等の機能を担い，関西元

気文化圏への参加登録等への相談，関西元気文化圏

登録事業への出席，関係団体等との連絡などの業務

を行います。

文化庁職員が圏域の方々と積極的にふれあうこ

とで，新たな交流や連携を促進するほか，同室を拠

点とした「関西元気文化圏」に係る広報活動等を積

極的に行っていく予定です。これらの取組により，

関西元気文化圏のさらなる「文化力」の発信につな

げていきたいと思います。 （文化広報・地域連携室）

【関西元気文化圏推進・連携支援室連絡先】

文化庁関西元気文化圏推進・連携支援室

〒605-0931 京都市東山区茶屋町527

TEL : 075-541-1184/FAX : 075-541-1189 

●肩書は平成19年1月26日現在
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美術館・博物館チケットプレゼント

今月号の展覧会等のチケットプ

レゼントは，

A 京都国立近代美術館

「福田平八郎展」 2組（ベア）
B 国立国際美術館

「様々 なる祖型」 2組（ペア）
C 国立新美術館

「スキン＋ボーンズ」 2組（ペア）
です。ご希望の方はアンケートハガ

キのチケット応募欄に必要事項を

ご記入のうえ， 4月27日（金）までに

ご投函ください（当日消印有効）。

＊チケット発送をもって当選発表にかえさせ

ていただきます。
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